
三
菱
重
工
業

　
三
菱
重
工
業
は
ガ
ス
コ
ー
ジ

ェ
ネ
に
お
い
て
他
社
に
先
駆
け

て
ミ
ラ
ー
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン

を
導
入
。
２
０
０
２
年
に
日
本

ガ
ス
協
会
「
技
術
大
賞
」
を
、

年
に
は
日
本
機
械
学
会
「
技

術
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。
さ

ら
に
、

地
区
で
は

年
に

大
阪
ガ
ス
と
の
共
同
開
発
に
よ

り
発
電
端
効
率

・
７
％
の
１

０
０
０

機
の
市
場
投
入
を

実
現
、

地
区
で
も

年
に

発
電
端
効
率

％
の
高
出
力
化

Ｇ
Ｓ
Ｒ
ミ
ラ
ー
９
３
０

機

を
市
場
投
入
し
た
。
既
に
全
国

で
４
０
０
台
以
上
の
納
入
実
績

を
上
げ
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。

年
以
降
７
万

台
強
の
納
入
実
績
を
誇
る
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
と
併

せ
、
今
後
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
と
ら
え
た
危
機
管
理
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

商
品
を
提
供
し
て
い
く
。

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

　
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン

熱
電
併
給

シ
ス
テ
ム
を

手
が
け
る
。
都
市
ガ
ス
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
、
バ
イ
オ
ガ
ス
な

ど
、
多
様
な
燃
料
に
対
応
し
て

い
る
。

　
バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は

汚
物
や
食
品
か
す
、
下
水
処
理

場
の
余
剰
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
て

生
成
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
が
主
成

分
。
発
電
し
た
電
力
は
照
明
な

ど
に
使
い
、
温
水
は
発
酵
槽
な

ど
に
活
用
す
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス

を
燃
料
と
し
た
場
合
は
、
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
新
た
な

発
生
を
抑
制
す
る
「
カ
ー
ボ
ン

・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
な
る
。

　
都
市
ガ
ス
仕
様
は
飲
食
店
や

病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
に
、
バ

イ
オ
ガ
ス
仕
様
は
下
水
処
理
場

や
畜
産
農
家
な
ど
に
導
入
実
績

を
持
つ
。

自家発電設備など導入機運高まる
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

　
政
府
は
９
月
、
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
」
を
ま
と
め
た
。
「
２
０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
主
要
電
力
を
担
っ
て
き
た
原
子
力
発
電
か
ら
火
力
発
電
を
中
心
と
す
る
他

電
力
へ
の
転
換
が
急
速
に
進
展
す
る
。
電
力
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
に
向
け
て
、
節

電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
電
力
を
地
産
地
消
す
る
分
散
型
電
源
の
動
き
も

本
格
化
す
る
。
主
電
源
と
し
て
高
効
率
・
低
環
境
負
荷
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
の
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

分
散
型
電
源
に
注
目
国
内
外
で
普
及
進
む

市
場
拡
大
へ
体
制
整
備
各
社
開
発
相
次
ぐ

常用自家発電設備の原動機別設置台数の推移

有
力
企
業
の
技
術
・
製
品

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月２８日 水曜日 　　

　
東
日
本
大
震
災
は
既
存
の

電
力
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を

大
き
く
変
え
た
。
震
災
後
の

電
力
網
の
主
役
の
一
つ
と
し

て
期
待
を
集
め
て
い
る
の
が

分
散
型
電
源
だ
。
既
存
の
大

規
模
発
電
を
ベ
ー
ス
に
し
た

電
力
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
自
家

発
電
設
備
な
ど
中
小
規
模
発

電
を
企
業
や
工
場
、
地
域
社

会
な
ど
需
要
地
近
く
に
設

置
、
系
統
電
源
へ
の
相
対
的

な
負
荷
を
低
減
す
る
と
と
も

に
災
害
に
強
い
電
力
網
構
築

に
つ
な
げ
る
。
電
力
に
加
え

て
、
熱
を
利
用
し
て
省
エ
ネ

化
す
る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

な

ど
、
分
散
型
電
源
は
重
要
な

選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

　
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
戦
略
で
も
原
発
稼
働
ゼ
ロ

に
向
け
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導

入
促
進
を
掲
げ
て
い
る
。

年
に

年
比
で
約
５
倍
の
１

５
０
０
億

時
の
発
電
量

を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設

備
の
導
入
支
援
策
を
強
化
し

て
い
く
方
針
。
経
済
産
業
省

も
分
散
型
電
源
を
用
い
た
供

給
形
態
の
一
種
で
あ
る
「
特

定
供
給
」
の
許
可
基
準
を
緩

和
。
従
来
、
自
家
発
電
設
備

な
ど
で
子
会
社
に
電
力
を
供

給
す
る
場
合
、
需
要
の
１
０

０
％
を
供
給
す
る
こ
と
が
条

件
だ
っ
た
が
、

％
以
上
の

需
要
を
満
た
せ
ば
供
給
で
き

る
よ
う
に
改
正
し
た
。
基
準

緩
和
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
含
む

分
散
型
電
源
の
導
入
促
進
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
分
散
型
電
源
の
需
要

は
国
内
だ
け
で
な
い
。
経
済

成
長
で
電
力
需
要
が
拡
大
す

る
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

の
新
興
国
で
は
大
規
模
電
力

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
て

お
り
、
即
効
薬
と
し
て
導

入
が
速
い
分
散
型
電
源
の
普

及
が
進
ん
で
い
る
。

　
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
市
場
の
拡

大
を
見
据
え
て
、
メ
ー
カ
ー

各
社
も
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。
三
菱
重
工
業
は
コ
ン
テ

ナ
型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
設

備
「
メ
ガ
ニ
ン
ジ
ャ
」
も
開

発
し
た
。
設
備
一
式
を
長
さ

約

の

コ
ン
テ
ナ
に

収
納
。
従
来
据
え
置
き
型
で

は
約
１
カ
月
間
か
か
っ
て
い

た
稼
働
時
間
を
、
現
地
到
着

後

時
間
以
内
に
稼
働
で
き

る
。
出
力
１
５
０
０

で

発
電
効
率

・
６
％
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
設
備
を
併
設
す
る
こ

と
で
発
電
効
率
を

・
６
％

に
高
め
ら
れ
る
。

　
事
業
体
制
で
も

月
１
日

付
で
原
動
機
事
業
本
部
、
汎

用
機
・
特
車
事
業
本
部
の
２

事
業
本
部
に
分
散
し
て
い
た

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
事
業
を
統

合
。
事
業
運
営
を
一
本
化
す

る
こ
と
で
エ
ン
ジ
ン
開
発
の

早
期
化
や
コ
ス
ト
・
環
境
負

荷
の
低
減
と
い
っ
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
。
相
模
原
製
作
所

相

模
原
市
中
央
区

に
新
設
し

た
自
家
発
電
施
設
を
活
用
し

て
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
検
証

な
ど
研
究
開
発
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
需
要
獲
得
を
目
指
し
て
い

る
。

　
川
崎
重
工
業
は
発
電
効
率

が
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

％

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
「
カ
ワ
サ

キ
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
て

い
る
。
出
力
５
０
０
０

―

７
８
０
０

、
窒
素
酸
化

物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排
出
量
２
０

０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
経
済
性
・

環
境
性
能
に
優
れ
る
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
セ
ン
ト
ラ

ル
自
動
車
の
宮
城
工
場
や
特

定
規
模
電
気
事
業
者
の
日
本

テ
ク
ノ

東
京
都
新
宿
区

、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
建
設
中
の

液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

タ
ー
ミ
ナ
ル
向
け
な
ど
国
内

外
で
受
注
を
伸
ば
し
て
い

る
。
神
戸
工
場

神
戸
市
中

央
区

で
月
産
４
台
体
制
を

構
築
し
、
基
幹
部
品
を
製
造

す
る
大
型
加
工
設
備
も
刷
新

を
計
画
し
て
い
る
。
販
売
面

で
も
東
南
ア
ジ
ア
に
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
で
海
外
初
と
な
る
販

売
拠
点
の
設
置
を
検
討
中

で
、
豊
富
な
需
要
獲
得
を
目

指
し
て
い
る
。

　
ま
た
新
潟
原
動
機

東
京

都
中
央
区

は
出
力
２
０
０

０

級
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
発
電
効

率

・
６
％
を
達
成
し
た
中

速
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
「
２
８
Ａ

Ｇ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
を
開
発
し

た
。
高
効
率
に
加
え
、
起
動

時
間
を
従
来
比
で
半
減
し
た

の
が
特
徴
。
液
体
燃
料
を
使

わ
ず
に
点
火
プ
ラ
グ
だ
け
で

着
火
す
る
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
商
用
電
源
の
停
電

時
に
瞬
時
に
商
用
電
源
か
ら

切
り
離
し
て
継
続
運
転
を
行

う
機
能
や
停
電
状
態
で
発
電

設
備
を
始
動
す
る
機
能
を
盛

り
込
ん
だ
。
１
０
０
％
負
荷

ま
で
の
起
動
時
間
は
６
分
以

内
で
以
前
か
ら
半
減
。
産
業

用
を
は
じ
め
、
病
院
や
商
業

施
設
の
常
用
・
非
常
用
発
電

向
け
と
し
て
年

台
の
受
注

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
中
国
で
の
需
要
拡
大

を
見
据
え
て
、
現
地
と
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
強
化
す
る
動

き
も
あ
る
。
三
井
造
船
は
ダ

イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
共
同

開
発
し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

「
Ｍ
Ｄ
―
Ｇ
」
シ
リ
ー
ズ
の

製
造
・
販
売
ラ
イ
セ
ン
ス
権

を
中
国
企
業
２
社
に
供
与
し

て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
―
Ｇ
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
は
中
型
「
Ｍ
Ｄ

Ｇ
」
と
大
型
「
Ｍ
Ｄ

Ｇ
」

で
構
成
し
て
お
り
、
８
０
０

―
８
０
０
０

ま
で
の

出
力
領
域
を
用
意
。
油
着
火

方
式
を
採
用
し
、
低
熱
量
燃

料
で
の
安
定
稼
働
を
実
現
し

て
い
る
。
中
国
で
は
発
電
・

コ
ー
ジ
ェ
ネ
用
を
は
じ
め
、

炭
鉱
ガ
ス
燃
焼
用
や
船
舶
用

で
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
。
豊
富
な
需
要

獲
得
を
狙
っ
て
い
る
。

　
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム

大
阪
市
北
区

は
、

出
力
１
０
０

未
満
の
マ

イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
分
野
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
誇
る
。
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
エ
ア
コ
ン
で
培
っ
た
技
術

を
ベ
ー
ス
に
高
効
率
、
ロ
ン

グ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
イ
ン
タ
ー

バ
ル
運
転
を
実
現
。
小
型
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
で
設
置
コ
ス

ト
を
抑
え
た
。
単
機
出
力
５

・

・

・

の
４
機
種
を
そ
ろ
え
、
約
３

０
０

ク
ラ
ス
ま
で
電
力

・
熱
負
荷
に
応
じ
複
数
並
列

設
置
で
対
応
し
て
い
る
。
飲

食
店
や
病
院
な
ど
民
生
向
け

に
需
要
を
拡
大
し
累
計
で
５

５
０
０
台
を
導
入
。

年
度

は
年
間
５
０
０
―
６
０
０
台

の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
、

年
度
に
続
き
前
年
度
比
約

％
増
の
拡
大
基
調
を
継
続

し
て
い
る
。

　
中
型
分
野
で
は
単
機
出
力

３
７
０

、
同

４
０
０

、
同

７
０
０

の
３

機
種
を
投
入
。
発
電
効
率
約

％
を
実
現
し
、
排
熱
を
利

用
す
る
民
生
施
設
を
は
じ
め

工
場
の
自
家
発
電
な
ど
産
業

用
途
に
導
入
域
を
広
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
出
力

の

バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
下
水
処
理

場
の
汚
泥
水
や
畜
産
業
の
ふ

ん
尿
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
嫌

気
性
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と

し
、
累
計
で
１
４
０
台
の
納

入
実
績
が
あ
る
。


